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養 蚕 飼 育 施 設 の 高 度 利 用 に 関 す る 試 験

第 5報  空調式稚委飼育施設利用による水稲育苗に関する試験

西 山 久 雄

(宮城県蚕業試験場 )

1ま え が き

稚蚕飼育施設利用による水稲育苗方式は,小部屋方

式利用 としての宮八式稚蚕飼育施設利用の方法につい

ては東北農業研究第 14～ 16号 で予報～第 5報 とし

て報告 し,大部屋方式利用 としての空調式維蚕飼育施

設利用の方法については同研究第 17号 で第 4報 とし

て報告 した。 これによると,空調式稚蚕飼育施設にお

いても宮八式稚蚕飼育施設同様に発芽～緑化が可能で

苗質も勝 り,こ れにより蚕作に悪影響を及ぼすような

ことがなく,経営的にも採算のとれるものであること

が判明 した。 しか し,空調式の場合は育苗箱の積み重
ね方法について工夫をこらきないと室内全体に気流が

行きわたらないために,上・下段等の温・湿度差が生

じるので注意 を要することが指摘 された。そこで本年

は前年に引続 いて空調式稚蚕飼育装置 を利用 した方法

について前年度の問題点 を改善 して,宮城県蚕業試験

場 と本吉郡歌津町歌津町稚蚕共同飼育所 と新たに本年

は本吉郡志津川町志津川稚蚕共同飼育所 を選び,水稲

育苗を実施 した実状について調査 した。なお試験場 と

歌津では新たに発芽の場合ビニール (パ イプ )ハ ウス

内でシルバーマットを利用 して育苗を実施 したので併

せて調査 した。なお本試験を実施するに当たり種 々ご

援助賜わった宮城県本吉蚕業指導所は じめ関係者各位

に深甚なる感謝の意を表する次第である。

2試 験 方 法

試験場では使用水稲品種 として「 ササニツキ」を,

歌津では「 ささみの り」を志津川では「 ′ヽツニシキ」

「 ささみの り」「 トヨニツキJ「 みやこがねJ「 ちょ

うかい」及び「 秋日早生」を育苗 した。実施事業主体

は,歌津では歌津町農業協同組合と歌津町農業共済組

合であり,志津川では志津川町と志津川町農業養蚕共

同組合であった。

試験区としては,試験場では空調式 (4″ )で発芽
を行ない, 3日 後そのまま光線 を 3時間照射後 ピニー

ル′ヽウスに移 し,緑化から硬化まで実施 したもの (D
区 )と ,同 様に825プの空調式で発芽を実施して, ビ

ニールバイブ′ヽウスで緑化～硬化を行なったもの……

歌津 (D区 ),志津川I(E区 )のほかに,ビ ニール (パ

イプ )ハ ウス内でシルバーマットを利用 して発芽を行

ない,シノレく―マットを除去 してからそのままビニール(パ

イプ)ハウス内で緑化～硬化を行なったもの……試験場

(A区 ),歌津 (。 区)に ついても調査 した(第 1表 )。

第 1表 実 施 条 件

試験区 回 数 調査場所 発芽場所 緑化場所 硬化場所
目標育
苗箱数

品 種 名 播種月日 播種法

A区
年目
1

県
場験

城
試業

宮
蚕

ビニール ′ヽ ウス

(シ ルバーマ ッ
ト利用 ) ビニー ル

′ヽ ウ ス

箱

ｍ

月  日

4 21 手によ
る散播

B区 2 空調式 (4″ )
空調式で光線 5

時間照射後 ビニ

ールバウス

C区
` 蚕

所
稚
育
町
飼

津
同
歌
共

ビニールバ イプ
′ヽ ウス (シ ルバ
ーマ ッ ト利用 )

ビニールバイ ブ
′ヽ ウス ル

プ

ス

一
イ

ウ

ピ

パ
　
バ

800

きさみのり 411～ 14
播種機
による

散 播
D区 2 空調式(825ノ )

空調式 で光線 5

時間照射後 ビニ

っ。パイか ウス

E区 1
蚕
所
稚
育
川
飼
津
同
志
共

″  (825"′ ) 4,o00
キ

リ

ツ

の

二

み

ツ

さ

＾

さ
415～ 4ア
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目標の育苗箱数は,A及び B区は各 10箱 ,C区は800
箱,D区 は 4300箱 ,コ 区は 4,000箱 で, 嬌種月日は
A及びB区は 4月 21日 , C及 びD区 は4月 11～ 14

日, E区 は4月 15～ 17日 で, 播種法は A及び B区

は手により, C,D及 び E区は播種機によってそれぞ
れ散播を実施 した。なお,昨 年発芽中に上下の温・湿

度差がはなはだしかった歌津では下に 10“ の角材を

2本重ねてその上に育苗箱を積み重ね,志津川ではど
ニールバイブで育苗箱を置 く棚を作 り,下 を25“ 位

あけるように組立て,風通 しが部屋全体に行きととく

ように工夫 した。

3試 験 結 果

1 温・ 湿度

温・湿度の調査結果は第 2表のとおりである。 この

結果によると,試験場においては発芽時 5日 間の平均

温・温度が,外気 166C, フ3¢ に比べて, A区 ム 1

第 2表  温・ 湿 度 調 査

2 苗 質
硬化終了時の薔生育調査の結果は第 5表のとおりで

第 5表  硬化終了時の苗生育調査

℃, 89¢ , B区 321℃ , 92¢ で, B区 においては日

標温・湿度を保ちえたが, A区 では温度がやや低かっ

た。歌津においては発芽時 3日 間の平均温・湿度が,

外気 146C, 72%に 比べてC区 は229℃ , 88%,D
区は床から25mの 所で289C,92%, 100“ の所
で 311℃ ,95%と なり,D区 は目標温・ 湿度を保ち
え, しかも前年のように上下の温・湿度差がはなはだ

しいようなことはなく, その差が22C,3¢ と縮まっ
た。 C区 では温度が低く, しかもビニールメィプハゥ

ス内の 1日 の温度が激変 し,最 低
`2℃
,最 高 586C

であった。志津川においては発芽 5日 間の平均温・湿

度が,外気 14,℃ , 88¢ に比べてE区は床から25“

の所で3Q2C, 90%, 100"の 所で325℃ , 96%
となり,日 標温・温度を保ちえ,上下の温・湿度差が

25℃ , `¢ でかなり少なかった。

緑化～硬化時 20日 間の温・湿度は外気が低いのに

もかかわらず各区とも目標に近づくことができた。

ある」その結果によると,苗質は試験場ではB区 の方
がA区 よりも,歌津ではD区の方が。区よりも勝って

試験区
床面から

の 高 さ

発 芽 時 3日 間 緑化～硬化時 20日 間

温 度
温  度 温  度 湿  度

最  高 最  低 平  均

A区 30Cn 32. 8 c 19.3 c ム lC 8,% C
213

B区 52 7 3Q5

外 気 1,3 ,6 156 1`8

0区 3ヽ 6 ;2 22,

2ζ 3D区 3111 281 289

100 22' 311

外気 a9
'46 ``6

コ 区 298 3112
242

100 528 320 325

外気 181 21 149 149

試験区
草 丈
硬化終了

葉 身 長 葉柏高
成 苗 率

部
率
上
物
地
乾第  1 第  2 第  1

A区 la 4ε″ 20疏 ,9“ ,2α
"

94s %

B区 26
`4

,a6 1`8

C区 172 25
'47

1`2

D区 210 117 45
'78

E区 2Q8
`3

,a3 165
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いた。このように空調式を利用すると苗質が優れ,シ
ルバーマット利用 ではこれよりやや劣った。 しか しい
ずれの苗質も実用上からみるとすべて適当なものであ

った。

3 蚕児への影響
塵埃添食・培養試験結果は第 4表のとおりである。
歌津の飼育室,貯桑場,更衣室,■」桑室及び事務室 ,
志津川の飼育室,空調機,貯桑室,事務室及び宿直室

について育苗の使用前 と使用後の塵埃を Czapeck
寒天培養基に培養 した結果,いずれからも蚕児に対 し
て悪影響を及ぼすような糸状歯の存在 を認められず ,

同様な塵埃の滅菌蒸留水による 10倍 希釈液 を作って

毛蚕に添食 し,無添食の対照区と
'令
～結繭の減蚕歩

合によって比較 したところ,蚕児に対 して有害な菌は
両飼育所の各部屋 とも見出すことができず,対照区と
ほとんど差がない数字を示 した。

第 4表 塵埃添食・培養試験結果 (2連制平均 )

試 験 区
使 用 ユ剛 使 用 後

培 養 結 果 1令～結繭減蚕歩合 培 養 結 果 1令～結繭減蚕歩合

町

同

所

津
識
育

歌

稚

飼

飼育室 45 %
貯桑場 38

更衣室 46 45

埜J桑室 42 45

事務室 43

志 津 川

稚蚕共同

飼 育 所

飼育室 ζ 8 46

空調機 42 45

貯桑室 ユ 5 ζ ,

事務室 3,

``宿直室 42 ■ 8

無添食  1令～結繭減蚕歩合 40%

4経 費

歌津での第 2年 目及び志津川での第 1年 目の収支決
算は第5表 a及び bの とお りである。
歌津での第 1年 目には ,,4%4円 の赤字で,こ れを
耐用年数から換算 して減価償却額 を算出 して計算する

と220985円 の赤字であった。 これが第 2年 目の本年
になって, 3`178円 の赤字のみになった。

第 5表  収支決算
a歌 津 (第 2年 目 )

差引残高

2.12z410

貸 借 対 照 表

摘  要 借  方 貸  方 債/費 差引残高

現 金

罰響ξ盤

当期損失金

84,482

36178

120,660 貸 36178

合 計 1".660 120.660

損 益 計 算 書

育 苗 料

人工床土代

労 務 費
光 熟 費
運   賃
薬   剤
運 営 費
種 子 代
借地借上料

蚕児補償料

減価償却費

当期損失金

12,1224101

(18日 14,z晃籍)

淵 1借 36178
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b 志津川 (第 1年 目 )

貸 借 対 照 表

(参考 )施 設 (機械 )購入費明細

施設機械名

損 益 計 算 書

差引残高

2,49,540

稲育苗を実施する場合,発芽～緑化はもちろんのこと

発芽のみ実施するのも有効な方法であり,使用後の蚕

作の被害も無 く,使用回数を多 くするに伴い経営的に

も採算がとれる事業であることが判明 した。

ス

箱

機

設

網

い

苗

種

腕

風

計

硬

青

播

散

防

5セ ット c158,000円
1セ ット 60坪

●868箱 0150円
SS 300 500箱 /時
,式

100π × 18%

一方,志津川 では第 1年 目のため施設機械類等の購

入がかさばったため 165,5,る 円の赤字であった。

これからみると本事業は将来は採算がとれる事業で

あると考えられる。

以上のことから,大部屋方式の空調式 を使用 して水

15,70

2.500.000

1.879700

4,180

16■ 596

4,704,180

現

普

機

借

未

未

罰

金

金

材

金

金

金

認

闘
購
入
収
払雌当

補 助 金

育 苗 料

人工床土代

労 務 費
修 理 費
光 熱 費
運   賃
薬   剤
整 地 費
運 営 費
種 子 代
借地借上料

減価償却費

支 払 利 息

当期損失金

が:f鞘冊」
'し

より
11,39,5401

(1箱 580円 )

1電 15刻     1 借

2段循環飼育装置の導入と効率的暖房法による育蚕技術
河 端 常 信

(岩手県蚕業試験場 )

1ま え が き

寒冷地では春・晩秋蚕期の低温に対する育蚕対策が

重要な課題である。 しかし現状の養蚕用飼育施設・慶
房法は多 くの経営・技術的問題 を内在 している。それ

で飼育施設・経費を節減 し, しかも効率的な曖房効果

をあげられるような曖房装置を試作 した。 さらに労働

生産性の向上 と空間利用の効率をも考慮 して曖房装置

内に 2段循環飼青装置 をセットし育蚕技術および微気

象特性などについて検討するとともに経済性について

も試算 した。

2試 験 方 法

5箱飼育規模 (255 π X 2a32 2 X 225 2)の 2段

循環飼育装置 (壮蚕用 )を導入 し,飼育機をドーム型
に覆 うテント内に直接 LPガス暖房機のダクトを引き


